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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第65期

第１四半期
連結累計期間

第66期
第１四半期
連結累計期間

第65期

会計期間
自　2021年４月１日
至　2021年６月30日

自　2022年４月１日
至　2022年６月30日

自　2021年４月１日
至　2022年３月31日

売上高 （千円） 2,300,772 2,519,403 9,511,283

経常利益 （千円） 244,132 429,187 885,424

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 145,658 324,958 630,031

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 181,563 449,538 916,095

純資産額 （千円） 4,098,469 5,086,835 4,679,923

総資産額 （千円） 12,774,673 13,056,218 12,732,035

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 96.13 229.56 432.33

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 32.1 39.0 36.8

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び関係会社）において営まれている事業の内容に重要

な変更はありません。

 

EDINET提出書類

東京コスモス電機株式会社(E01811)

四半期報告書

 2/19



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」について重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　当第１四半期連結累計期間における当社グループの財政状態、経営成績（以下「経営成績等」という。）の状況の

概要並びに経営者の視点による当社グループの経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容は次のとおりであ

ります。

　なお、文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

（財政状態）

流動資産

　流動資産は、前連結会計年度末に比べ466百万円増加し8,250百万円となりました。主な要因は、現金及び預金が

191百万円増加し3,411百万円（前連結会計年度末3,219百万円）、受取手形、売掛金及び契約資産が140百万円増加

し2,096百万円（前連結会計年度末1,956百万円）となったことによるものであります。

固定資産

　固定資産は、前連結会計年度末に比べ142百万円減少し4,805百万円となりました。主な要因は、減価償却の進捗

に伴い有形固定資産が107百万円減少し4,092百万円（前連結会計年度末4,200百万円）となったことによるもので

あります。

流動負債

　流動負債は、前連結会計年度末に比べ０百万円増加し4,244百万円となりました。主な要因は、短期借入金が88

百万円減少し1,550百万円（前連結会計年度末1,638百万円）となったものの支払手形及び買掛金が105百万円増加

し697百万円（前連結会計年度末592百万円）となったことによるものであります。

固定負債

　固定負債は、前連結会計年度末に比べ83百万円減少し3,724百万円となりました。主な要因は、長期借入金が59

百万円減少し2,279百万円（前連結会計年度末2,338百万円）、その他に含まれるリース債務が34百万円減少したこ

とによるものであります。

　純資産は、前連結会計年度末に比べて406百万円増加し5,086百万円となりました。主な要因は、親会社株主に帰

属する四半期純利益324百万円の計上によるものです。

 

（経営成績）

　当第１四半期連結累計期間の世界経済は、ウクライナ侵攻による食糧危機や資源価格高騰により、各国で物価が

上昇、金融政策によるインフレ対策が行われるなど、経済の先行きは依然として不透明な様相を呈しております。

米国、欧州は経済活動の再開により一部では回復がみられるものの、中国政府によるロックダウンが行われた影響

もあり、全体としては企業業績や個人消費がいまだ軟調に推移し、景気は一進一退を繰り返しております。日本経

済は引き続き半導体不足と資源価格高騰の余波を受け、物価の高騰や電気料金の上昇等により企業業績や個人消費

ともに停滞懸念があり、景気回復には予断を許さない状況が続いております。

　当社グループの属する電子部品業界においては、次世代通信規格「５Ｇ」関連需要等中期的には需要の拡大が予

想され、自動車業界においては、中国政府による消費刺激政策などにより、徐々に回復の傾向を示しております

が、半導体を始めとした部材不足の影響が続いております。

　このような情勢下、当社グループは生産効率を向上させるとともに、より当社グループの製品開発力を生かした

営業活動を強化してまいりました。ウクライナ情勢の影響により経済が不安定ではありますが、為替では大幅な円

安の影響により売上高を引き上げる要因となりました。また、中国等を中心に受注が回復しつつあり、生産部門も

需要の増加から生産活動を強化いたしました。その結果、売上高は2,519百万円（前年同四半期比9.5％増）と想定

を上回る増収となりました。

　利益面では世界的な資源価格の高騰に伴う、原材料価格の値上がり等で売上原価及び輸送価格の上昇により利益

を圧迫されましたが、販売価格への転嫁が浸透したことに加え、大幅な円安の影響を受けました。その結果、営業

利益は307百万円（前年同四半期比33.2％増）となりました。営業外損益は、為替相場が大幅な円安となったため

為替差益115百万円が発生し、経常利益は429百万円（前年同四半期比75.8％増）となりました。親会社株主に帰属

する四半期純利益は324百万円（前年同四半期比123.1％増）となりました。
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　セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①　可変抵抗器

　ザーバー用電源など各種電源用部品や無線機用部品が海外を中心に好調であったこと、為替相場が大幅な円

安の影響を受けたことなどにより、売上高は1,193百万円（前年同四半期比13.8%増）となりました。増収に伴

いセグメント利益（営業利益）は386百万円（前年同四半期比67.8%増）となりました。

②　車載用電装部品

　上海ロックダウンの影響を受けた自動車産業の工場停止などの影響を受けましたが、前年同四半期と同等の

売上を確保し、売上高は1,199百万円（前年同四半期比0.1%減）となりました。しかし、原材料の高騰による

影響を受けたためセグメント利益（営業利益）は70百万円（前年同四半期比40.6%減）となりました。

③　その他

　その他部門の売上は、新規サンプルなどの売り上げが増加し、126百万円（前年同四半期比149.3%増）とな

りました。増収の影響でセグメント利益（営業利益）は20百万円（前年同四半期比39.7%増）となりました。

(2）資本の財源及び資金の流動性に係る情報

　設備投資は今後も継続する予定でありますが、現在の売上高に合った生産設備規模に達しているため、エネル

ギー、生産効率向上の設備投資は行っていきますが、減価償却の範囲を大きく逸脱することはないと考えておりま

す。ウクライナ情勢やアメリカの利上げによる影響を受けた世界経済の動向により、今後も安定した運転資金の保

持が必要であると認識しております。また、当面の間、増資等の予定はありません。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

(4）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間における当社グループが支出した研究開発費の総額は90百万円であります。

(5）従業員数

　当第１四半期連結累計期間において、著しい変動はありません。

(6）生産、受注及び販売の実績

　当第１四半期連結累計期間における生産実績及び販売実績の著しい変動はありません。

(7）主要な設備

　当第１四半期連結累計期間において、当社の主要な設備について著しい変動はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 4,200,000

計 4,200,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2022年６月30日）

提出日現在発行数
（株）

（2022年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,581,250 1,581,250
東京証券取引所

（スタンダード市場）
単元株式数100株

計 1,581,250 1,581,250 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

2022年６月30日 － 1,581,250 － 1,277,000 － －

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載するこ

とができませんので、直前の基準日である2022年３月31日の株主名簿により記載しております。

①【発行済株式】

    2022年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 165,600 － 単元株式数100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 1,397,400 13,974 同上

単元未満株式 普通株式 18,250 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数  1,581,250 － －

総株主の議決権  － 13,974 －

（注）　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式26株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2022年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合

（％）

（自己保有株式）

東京コスモス電機㈱

神奈川県座間市相武台

二丁目12番１号
165,600 － 165,600 10.47

計 － 165,600 － 165,600 10.47

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2022年４月１日から2022

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、藍監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

（2022年３月31日）
当第１四半期連結会計期間

（2022年６月30日）

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,219,813 3,411,242

受取手形、売掛金及び契約資産 1,956,004 2,096,077

電子記録債権 705,878 740,806

商品及び製品 652,655 717,182

仕掛品 355,337 345,276

原材料及び貯蔵品 737,519 758,222

その他 167,099 192,568

貸倒引当金 △9,718 △10,567

流動資産合計 7,784,590 8,250,810

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,131,065 1,111,065

機械装置及び運搬具（純額） 829,942 776,904

土地 1,715,871 1,715,871

その他（純額） 523,196 488,976

有形固定資産合計 4,200,076 4,092,816

無形固定資産   

リース資産 148,856 136,787

その他 33,988 31,710

無形固定資産合計 182,844 168,498

投資その他の資産   

その他 564,523 544,093

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 564,523 544,093

固定資産合計 4,947,444 4,805,408

資産合計 12,732,035 13,056,218

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 592,278 697,662

電子記録債務 513,410 474,401

短期借入金 ※１ 1,638,000 ※１ 1,550,000

１年内返済予定の長期借入金 553,626 575,354

未払法人税等 139,455 124,938

賞与引当金 191,047 224,108

役員賞与引当金 40,000 －

その他 576,573 598,256

流動負債合計 4,244,391 4,244,722

固定負債   

長期借入金 2,338,689 2,279,418

役員退職慰労引当金 7,665 3,071

退職給付に係る負債 550,906 563,255

再評価に係る繰延税金負債 314,794 314,794

その他 595,665 564,121

固定負債合計 3,807,720 3,724,660

負債合計 8,052,111 7,969,382
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

（2022年３月31日）
当第１四半期連結会計期間

（2022年６月30日）

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,277,000 1,277,000

利益剰余金 2,560,313 2,842,803

自己株式 △231,610 △231,767

株主資本合計 3,605,703 3,888,035

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 94,906 88,434

土地再評価差額金 734,519 734,519

為替換算調整勘定 214,800 378,257

退職給付に係る調整累計額 29,994 △2,411

その他の包括利益累計額合計 1,074,220 1,198,799

純資産合計 4,679,923 5,086,835

負債純資産合計 12,732,035 13,056,218
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年６月30日）

売上高 2,300,772 2,519,403

売上原価 1,750,370 1,863,132

売上総利益 550,401 656,271

販売費及び一般管理費 319,156 348,362

営業利益 231,244 307,908

営業外収益   

受取利息 108 185

受取配当金 4,250 4,707

受取手数料 10,000 －

為替差益 － 115,129

その他 14,944 14,594

営業外収益合計 29,303 134,616

営業外費用   

支払利息 12,824 11,680

為替差損 2,342 －

その他 1,247 1,657

営業外費用合計 16,415 13,337

経常利益 244,132 429,187

特別利益   

投資有価証券売却益 713 －

助成金等収入 11,006 －

特別利益合計 11,719 －

特別損失   

固定資産除売却損 270 29

臨時休業等による損失 10,234 －

特別損失合計 10,504 29

税金等調整前四半期純利益 245,347 429,157

法人税、住民税及び事業税 44,835 74,212

法人税等調整額 54,853 29,986

法人税等合計 99,688 104,199

四半期純利益 145,658 324,958

親会社株主に帰属する四半期純利益 145,658 324,958
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年６月30日）

四半期純利益 145,658 324,958

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 8,379 △6,471

為替換算調整勘定 25,025 163,457

退職給付に係る調整額 2,500 △32,405

その他の包括利益合計 35,905 124,579

四半期包括利益 181,563 449,538

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 181,563 449,538
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【注記事項】

（会計方針の変更）

　該当事項はありません。

 

（追加情報）

　該当事項はありません。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※１　当座貸越契約

　当社及び連結子会社（会津コスモス電機㈱、中津コスモス電機㈱）においては、運転資金の効率的な調達

を行うために、７金融機関と当座貸越契約等を締結しております。

　これらの契約に基づく借入未実行残高等は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2022年３月31日）
当第１四半期連結会計期間

（2022年６月30日）

当座貸越契約等の極度額の総額 2,002,500千円 2,002,500千円

借入実行残高 1,638,000千円 1,550,000千円

差引額 364,500千円 452,500千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年６月30日）

減価償却費 156,918千円 169,253千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月24日

定時株主総会
普通株式 30,304 20.00 2021年３月31日 2021年６月25日 利益剰余金

 

２　基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３　株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月23日

定時株主総会
普通株式 42,468 30.00 2022年３月31日 2022年６月24日 利益剰余金

 

２　基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３　株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額 

可変
抵抗器

車載用
電装部品

計

売上高        

一時点で移転される財 1,048,697 1,201,294 2,249,991 50,780 2,300,772 － 2,300,772

一定の期間にわたり移転

される財
－ － － － － － －

顧客との契約から生じる

収益
1,048,697 1,201,294 2,249,991 50,780 2,300,772 － 2,300,772

外部顧客への売上高 1,048,697 1,201,294 2,249,991 50,780 2,300,772 － 2,300,772

セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － － － －

計 1,048,697 1,201,294 2,249,991 50,780 2,300,772 － 2,300,772

セグメント利益 230,148 118,805 348,954 14,994 363,948 △132,704 231,244

（注）１　その他の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、混成集積回路、生産設備・金型、各

種スイッチ等の事業を含んでおります。

２　セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用△132,704千円であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額 

可変
抵抗器

車載用
電装部品

計

売上高        

一時点で移転される財 1,193,267 1,199,547 2,392,815 126,588 2,519,403 － 2,519,403

一定の期間にわたり移転

される財
－ － － － － － －

顧客との契約から生じる

収益
1,193,267 1,199,547 2,392,815 126,588 2,519,403 － 2,519,403

外部顧客への売上高 1,193,267 1,199,547 2,392,815 126,588 2,519,403 － 2,519,403

セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － － － －

計 1,193,267 1,199,547 2,392,815 126,588 2,519,403 － 2,519,403

セグメント利益 386,113 70,565 456,678 20,950 477,629 △169,720 307,908

（注）１　その他の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、混成集積回路、生産設備・金型、各

種スイッチ等の事業を含んでおります。

２　セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用△169,720千円であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年６月30日）

１株当たり四半期純利益 96.13円 229.56円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 145,658 324,958

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益（千円）
145,658 324,958

普通株式の期中平均株式数（千株） 1,515 1,415

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2022年８月10日

東京コスモス電機株式会社

取締役会　御中

 

藍監査法人

東京都港区

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小 林 　新 太 郎

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 富 所 　真 男

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東京コスモス電

機株式会社の2022年４月１日から2023年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2022年４月１日から

2022年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東京コスモス電機株式会社及び連結子会社の2022年６月30日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての

重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施さ

れる年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められない

かどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書に

おいて四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注

記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められてい

る。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企

業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財

務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信

じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じて

いる場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　　上

 
  

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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